
           

村山特別支援学校山形校 

令和５年度 山形校学校評価アンケート教員 集計結果 

令和５年１２月実施  

A できた B ややできた Cあまりできなかった D できなかった 

 評価項目 A+B A B C D 

１ 感染症・熱中症防止対策の適切な対応をして、学習活動

を行っている。 
１００％ 

６ 

６０％ 

４ 

４０％ 
０ ０ 

２ 個別面談やケース会などを通して家庭や関係機関と情報

共有・共通理解をし、連携して指導にあたっている。 
１００％ 

６ 

６０％ 

４ 

４０％ 
０ ０ 

３ 安全点検や事故防止のための危機管理意識を持ち、安全

でよりよい学習環境づくりに取り組んでいる。 
８０％ 

６ 

６０％ 

２ 

２０％ 

２ 

２０％ 
０ 

４ 個別の教育支援計画や個別の指導計画を活用して、個に

応じた手立てや学習形態を工夫した指導・支援を行ってい

る。 

１００％ 
２ 

２０％ 

８ 

８０％ 
０ ０ 

５ 指導目標と評価の一体化を意識して、授業シートを活用し

た継続的な授業改善を行っている。 
１００％ 

１ 

１０％ 

９ 

９０％ 
０ ０ 

６ 地域の人材や環境を生かした学習活動を計画・実践し、効

果的な交流学習を推進している。 
１００％ 

３ 

３０％ 

７ 

７０％ 
０ ０ 

７ 日々の授業実践を中心とした学校研究や、ICT 利活用、研

修会への参加等により、教員の専門性の向上に取り組んで

いる 

９０％ 
２ 

２０％ 

７ 

７０％ 

１ 

１０％ 
０ 

８ 巡回相談、学校見学、教育相談等を通して、地域における

特別支援教育のセンター的機能を果たしている。 
９０％ 

７ 

７０％ 

２ 

２０％ 

１ 

１０％ 
０ 

９ 会議や打ち合わせの精選、適切な時間設定により授業準

備や研修等の時間確保ができている。 
９０％ 

３ 

３０％ 

６ 

６０％ 

１ 

１０％ 
０ 

１０ 一斉退校日や定時退校日を意識し、計画的に仕事を進め、

適切に在校等勤務時間管理を行っている。 
１００％ 

４ 

４０％ 

６ 

６０％ 
０ ０ 

 


